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米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
の
様
相

─ 
帚
木
巻
を
中
心
に 

─

菅　

原　

郁　

子

一　

は
じ
め
に
―
素
性
と
伝
来
―

本
稿
で
は
、
米
国
議
会
図
書
館
（Library of Congress

）
所

蔵
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、「
米
国
議
会
図
書
館
本
」
と
す
る
）
の
帚

木
巻
を
中
心
に
考
察
す
る
。

米
国
議
会
図
書
館
本（

１
）（LC control N

o.2008427768
）
と
は
、

米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
（Library of Congress, 

Japanese Rare Book Collection

）
に
二
〇
〇
八
年
よ
り
所
蔵
と

な
っ
た
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
で
あ
る
。
全
五
十
四
帖
揃
、
縦
二
五

～
二
五
・
二
糎
、
横
十
六
・
八
～
十
七
糎
、
列
帖
装
（
綴
葉
装
）、
料

紙
は
鳥
の
子
、
題
簽
は
柿
渋
色
、
表
紙
は
濃
青
色
、
後
補
改
装
か
と

思
わ
れ
、
前
蓋
に
「
源
氏　

全
部
五
十
五
冊
／
五
辻
殿
諸
仲
御
筆
／

外
題
三
条
西
殿
実
隆
御
筆
」
と
金
字
さ
れ
た
黒
塗
箱
に
収
め
ら
れ
、

古
筆
了
仲
（
一
六
五
六
～
一
七
三
六
）
の
折
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

了
仲
の
折
紙
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
五
辻
諸
仲
（
一
四
八
七
～

一
五
四
〇
）、
外
題
は
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
の

手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
書
写
年
代
は
米
国
議
会
図
書
館

蔵
書
目
録
に
お
い
て
、
実
隆
没
年
の
一
五
三
七
年
以
前
と
さ
れ
て
い

る（
２
）。米

国
議
会
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
、す
で
に
先
行
研
究（

３
）を
ふ
ま
え
、

米
国
議
会
図
書
館
本
の
素
性
や
伝
来
に
つ
い
て
考
察
し
、
桐
壺
・
空

蝉
・
若
紫
巻
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る（

４
）。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

さ
ら
に
帚
木
巻
辻
の
本
文
の
様
相
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

米
国
議
会
図
書
館
本
の
素
性
と
伝
来
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お

く
。
米
国
議
会
図
書
館
本
に
添
え
ら
れ
た
古
筆
了
仲
の
折
紙
に
は
、

「
源
氏
物
語
四
半
本　

全
／
五
辻
殿
諸
仲
卿
真
筆
／
外
題
三
條
西
殿
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実
隆
公
／
御
一
筆
無
疑
者
也
／
五
月
下
旬
（
正
徳
元
年
）　

了
仲
（
古

筆
）
釣
玄
斎
（
陽
刻
朱
印
）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
了
仲
は
、こ
の
『
源

氏
物
語
』
は
五
辻
諸
仲
の
真
筆
で
あ
り
、
外
題
は
三
条
西
実
隆
に
よ

る
も
の
に
相
違
な
い
旨
を
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
五
月
下
旬
に
記

し
て
い
る
。
了
仲
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
版
『
古
筆
了
伴
大
人

閲
和
漢
書
画
古
筆
鑑
定
家
系
譜
並
印
章（

５
）』

に
よ
れ
ば
古
筆
別
家
の
三

代
目
で
あ
り
、「
釣
玄
斎
」
と
い
う
印
章
を
折
紙
に
用
い
て
い
た
。

了
仲
の
折
紙
に
登
場
す
る
米
国
議
会
図
書
館
本
の
書
写
者
と
さ
れ

る
五
辻
諸
仲（

６
）は
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
十
二
月
二
七
日
に
従
三
位

に
叙
せ
ら
れ
て
堂
上
家
に
加
わ
っ
て
い
る
。
明
応
九
年（
一
五
〇
〇
）

の
拝
賀
の
記
録
を
記
し
た
『
諸
仲
蔵
人
奏
慶
記（

７
）』

な
ど
が
あ
り
、
ま

た
『
日
本
書
流
全
史（

８
）』
に
よ
れ
ば
、
実
隆
を
祖
と
す
る
三
条
流
（
逍

遙
院
流
）
に
諸
仲
の
名
が
見
え
る
。『
実
隆
公
記（

９
）
』
永
正
五
年

（
一
五
〇
八
）
九
月
七
日
条
に
は
、
諸
仲
が
五
枚
の
三
十
六
歌
仙
の

画
の
色
紙
に
歌
を
書
い
て
ほ
し
い
と
所
望
し
、色
紙
を
預
け
置
い
た
、

と
い
う
記
述
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
諸
仲
は
和
歌
や
書
を
通
し
て
、

米
国
議
会
図
書
館
本
の
折
紙
に
見
え
る
三
条
西
家
と
関
わ
り
の
あ
っ

た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

拙
稿（

（1
（

で
も
指
摘
し
た
が
、
諸
仲
が
書
写
し
た
と
さ
れ
る
『
源
氏
物

語
』
に
つ
い
て
、
渡
部
榮
氏
の
著
書
で
あ
る
『
源
氏
物
語
従
一
位
麗
子

本
之
研
究（

（1
（

』
に
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
渡
部
榮
氏（

（1
（

（
一
九
一
三

～
一
九
九
一
）
は
国
文
学
者
、
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
北
小
路
健
と

い
う
名
で
執
筆
活
動
も
行
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
東
京
文
理
科
大

学
国
文
科
を
卒
業
、
玉
井
幸
助
氏
、
山
岸
徳
平
氏
ら
に
師
事
し
、
後

に
本
文
研
究
の
末
、京
極
北
政
所
（
従
一
位
麗
子
）
の
書
写
し
た
「
従

一
位
麗
子
本
（
渡
部
氏
は
著
書
の
中
で
「
じ
ゅ
い
ち
い
よ
し
こ
ぼ
ん
」

と
ル
ビ
を
付
す
）」
の
系
統
を
伝
え
る
本
文
、
い
わ
ゆ
る
転
写
本
を

所
持
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

渡
部
氏
の
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
研
究
の
主
軸
と
な
っ
た
従
一
位

麗
子
本（

（1
（

と
は
、平
安
時
代
末
期
に
源
麗
子
が
書
写
し
た
と
さ
れ
る『
源

氏
物
語
』
の
古
写
本
の
こ
と
で
あ
る
。
源
麗
子
は
村
上
天
皇
の
子
具

平
親
王
の
孫
で
、源
師
房
と
藤
原
道
長
の
五
女
尊
子
と
の
娘
で
あ
り
、

藤
原
師
実
の
妻
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
従
一
位
麗
子
本
は
、「
麗

子
本
」
や
「
京
極
北
政
所
本
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
存
在
は
、『
河

海
抄
』
に
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
鎌
倉
末
期
に
河
内
守
で

あ
っ
た
源
光
行
・
親
行
の
親
子
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
河
内
本
の
基

と
な
っ
た
本
文
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

転
写
本
と
見
ら
れ
る
写
本
が
昭
和
初
期
に
な
っ
て
出
現
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
渡
部
氏
が
指
摘
す
る
こ
の
麗
子
本
を
調
査
す
る
に

あ
た
り
、
渡
部
氏
は
麗
子
本
に
対
校
し
た
本
文
に
つ
い
て
、

此
所
ま
で
の
部
分
に
就
い
て
は
殆
ど
必
要
は
無
か
つ
た
の
で
あ

る
が
、
此
の
後
の
部
分
の
論
述
に
対
し
て
、
か
な
り
重
要
な
資
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料
を
提
供
す
る
一
本
を
紹
介
し
、
以
下
考
察
の
便
宜
上
本
文
を

併
記
す
る
事
と
す
る
。
此
の
本
は
縦
八
寸
四
分
、横
五
寸
六
分
、

青
色
の
表
紙
に
正
中
に
朱
色
の
題
簽
を
押
し
、
鳥
子
紙
の
粘
葉

装
で
、
五
十
四
冊
一
筆
本
で
あ
る
。
一
丁
平
均
十
行
書
き
の
部

分
が
最
も
多
く
、
十
一
行
の
部
分
も
多
少
存
す
る
。
知
人
の
仲

介
を
得
て
借
覧
し
校
合
研
究
の
機
を
あ
た
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
現
在
東
京
市
居
住
の
某
氏
の
珍
蔵
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

奥
書
が
存
し
な
い
の
で
、
確
実
に
は
誰
の
手
に
依
つ
て
書
写
さ

れ
、
如
何
な
る
系
統
の
親
本
に
依
つ
て
転
写
さ
れ
た
も
の
か
は

明
か
に
し
が
た
い
が
、
次
の
如
き
古
筆
の
極
め
札
が
附
さ
れ
て

ゐ
る
。

源
氏
物
語
四
半
本
全
五
辻
殿
諸
仲
卿
真
筆
外
題
三
條
西
殿
実
隆

公
御

筆
無
疑
者
也

正
徳
元
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
筆

　

五
月
下
旬　
　
　
　
　
　
　

了　

仲　
　

印

と
記
し
て
い
る（

（1
（

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
麗
子
本
と
対
校
し
た
本
文

に
は
「
源
氏
物
語
四
半
本
全
五
辻
殿
諸
仲
卿
真
筆
外
題
三
條
西
殿
実

隆
公
御
筆
無
疑
者
也
」
と
い
う
極
札
の
付
い
た
五
辻
諸
仲
卿
の
真
筆

本
（
以
下
、「
諸
仲
本
」
と
す
る
）
を
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
米
国
議
会
図
書
館
本
の
古
筆
了
仲
の
折
紙
の

記
述
と
全
て
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
渡
部
氏
は
諸
仲
本
に
は
折
紙
で

は
な
く
、「
極
め
札
」
が
附
さ
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
極
札
に
し
て

は
長
文
の
記
述
形
式
で
あ
り
、極
札
と
は
考
え
に
く
い
。「
正
徳
元
年
」

「
五
月
下
旬
」
を
あ
え
て
二
行
に
分
け
て
記
述
し
て
お
り
、
こ
れ
は

折
紙
の
記
述
形
式
を
活
か
し
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。つ
ま
り
、

渡
部
氏
が
見
た
諸
仲
本
に
添
え
ら
れ
て
い
た「
極
め
札（
折
紙
）」と
、

米
国
議
会
図
書
館
本
の
折
紙
と
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
諸
仲
本
に
つ
い
て
、
渡
部
氏
の
指
摘
す
る
「
縦
八
寸

四
分
、横
五
寸
六
分
」「
青
色
の
表
紙
に
正
中
に
朱
色
の
題
簽
を
押
し
、

鳥
子
紙
の
粘
葉
装
で
、
五
十
四
冊
一
筆
本
で
あ
る
。」
は
、「
粘
葉
装
」

と
い
う
記
述
以
外
は
米
国
議
会
図
書
館
本
の
書
誌
形
態
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
。

こ
の
諸
仲
本
の
極
札
の
記
述
が
米
国
議
会
図
書
館
本
の
折
紙
の
記

述
と
一
致
し
、
諸
仲
本
桐
壺
巻
と
米
国
議
会
図
書
館
本
桐
壺
巻
の
本

文
を
実
際
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、二
つ
以
外
の
諸
写
本
に
は
な
く
、

二
つ
の
本
文
に
し
か
見
ら
れ
な
い
独
自
の
共
通
異
文
（
約
三
〇
例
）

が
散
見
さ
れ
た（

（1
（

。
つ
ま
り
、
米
国
議
会
図
書
館
本
は
、
昭
和
初
期
、

渡
部
氏
が
見
て
以
来
行
方
不
明
で
あ
っ
た
諸
仲
真
筆
本
そ
の
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

拙
稿
で
は
、
す
で
に
米
国
議
会
図
書
館
本
の
実
態
を
さ
ら
に
調
査

す
べ
く
、
桐
壺
・
空
蝉
・
若
紫
巻
の
本
文
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

る（
（1
（

。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
私
見
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
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帚
木
巻
の
本
文
の
様
相
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二　

米
国
議
会
図
書
館
本
帚
木
巻
の
本
文

で
は
ま
ず
最
初
に
、
米
国
議
会
図
書
館
本
（
以
下
、
校
異
比
較
に

お
い
て
は
【
Ｌ
Ｃ
】
と
略
称
す
る
）
帚
木
巻
の
本
文
の
実
態
に
つ
い

て
検
証
す
る
。
対
校
し
た
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

大
島
本
（
大
）
／
明
融
本
（
明
）
／
池
田
本
（
池
）
／
肖
柏
本

（
肖
）／
国
冬
本（
国
）／
阿
里
莫
本（
阿
）／
善
本
叢
書
本（
善
）

／
前
田
本
（
前
）
／
歴
博
本
（
歴
）
／
日
大
三
条
西
家
本
（
三
）

／
伏
見
天
皇
本（
伏
）／
穂
久
邇
文
庫
本（
穂
）／
保
坂
本（
保
）

／
飯
島
本
（
飯
）
／
静
嘉
堂
文
庫
本
（
静
）
／
高
松
宮
本
（
高
）

／
尾
州
家
本
（
尾
）
／
御
物
本
（
御
）
／
陽
明
文
庫
本
（
陽
）

／
天
理
河
内
本
（
天
）
／
東
洋
大
本
（
東
）

こ
れ
ら
の
『
源
氏
物
語
』
の
古
写
本
二
一
本（

（1
（

と
対
校
し
た
と
こ
ろ
、

お
お
よ
そ
、
大
島
本
（
大
）、
明
融
本
（
明
）、
池
田
本
（
池
）
な
ど

に
近
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
く
つ
か
具
体
例
を
見
て
い
き
た
い
。

①	

【
Ｌ
Ｃ
】な
か
め
る
ま
ゝ
に
は
ふ
か
す〈
５
オ
８（

（1
（

〉（
大
）（
明
）

（
池
）（
三
）（
伏
）（
飯
）（
静
）

【
高
】
な
か
め
る
ま
ゝ
に
よ
の
そ
し
り
を
も
こ
と
に
い
た
は

ら
す
（
尾
）（
天
）

【
陽
】
な
か
へ
か
め
る
ま
ゝ
に
世
の
そ
し
り
お
も
こ
と
に

は
ゝ
か
ら
す

②	

【
Ｌ
Ｃ
】
さ
れ
は
み
た
る
も
〈
１
１
オ
９
〉（
大
）（
明
）（
池
）

（
肖
）（
三
）（
伏
）（
飯
）（
静
）

【
高
】
さ
れ
は
み
た
り
な
に
く
れ
の
こ
は
こ
や
う
の
も
の
は

さ
ま
を
か
へ
つ
ゝ
し
い
て
た
る
も
（
尾
）（
天
）

【
陽
】
さ
れ
は
み
た
る
な
に
く
れ
の
こ
は
こ
な
と
や
う
の
物

は
さ
ま
を
か
へ
つ
ゝ
し
い
て
た
る
も

③	

【
Ｌ
Ｃ
】
む
く
つ
け
き
事
と
つ
ま
は
し
き
を
し
て
い
は
ん
か

た
な
し
と〈
２
４
ウ
３
〉（
大
）（
明
）（
池
）（
肖
）（
三
）（
伏
）

（
飯
）（
静
）

【
高
】
む
く
つ
け
き
事
と
つ
ま
は
し
き
を
し
て
か
の
に
ほ
ひ

は
か
け
て
又
ま
ね
ひ
な
せ
そ
い
は
む
か
た
な
し
と
（
尾
）

（
天
）

【
陽
】
む
く
つ
け
し
と
つ
け
は
し
き
を
し
て
か
の
に
ほ
ひ
は

か
け
て
ま
た
ま
ね
ひ
な
せ
そ
い
は
ん
か
た
な
し
と
／
「
け
」

に
「
ま
」
と
ナ
ゾ
リ

④	
【
Ｌ
Ｃ
】
お
は
し
ま
し
て
御
物
か
た
り
〈
２
６
ウ
５
〉（
大
）

（
明
）（
池
）（
肖
）（
三
）（
伏
）（
静
）（
高
）（
尾
）（
天
）
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【
陽
】
お
は
し
ま
す
御
な
を
し
は
か
り
は
か
な
く
ひ
き
ゝ
給

て
御
物
か
た
り
（
飯
）

【
国
】
お
は
し
ま
す
御
な
を
し
は
か
り
は
か
な
く
ひ
き
ゝ
給

て
御
物
か
た
り
し
は
し

長
文
の
部
分
で
校
異
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
①
【
Ｌ
Ｃ
】
の

「
な
か
め
る
ま
ゝ
に
は
ふ
か
す
」
は
（
大
）（
明
）（
池
）（
三
）（
伏
）

（
飯
）（
静
）
な
ど
と
同
じ
で
、【
高
】
の
「
な
か
め
る
ま
ゝ
に
よ
の

そ
し
り
を
も
こ
と
に
い
た
は
ら
す
」と
い
う
河
内
本
系
統
の
本
文
や
、

【
陽
】
の
「
な
か
へ
か
め
る
ま
ゝ
に
世
の
そ
し
り
お
も
こ
と
に
は
ゝ

か
ら
す
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
〜
③
【
Ｌ
Ｃ
】
の
例
な
ど
も
同
様
で
②
「
さ
れ
は
み
た
る
も
」

③
「
む
く
つ
け
き
事
と
つ
ま
は
し
き
を
し
て
い
は
ん
か
た
な
し
と
」

は
、（
大
）（
明
）（
池
）（
三
）（
伏
）（
飯
）（
静
）
と
一
致
し
、
同

じ
箇
所
の
【
高
】「
さ
れ
は
み
た
り
な
に
く
れ
の
こ
は
こ
や
う
の
も

の
は
さ
ま
を
か
へ
つ
ゝ
し
い
て
た
る
も
」「
む
く
つ
け
き
事
と
つ
ま

は
し
き
を
し
て
か
の
に
ほ
ひ
は
か
け
て
又
ま
ね
ひ
な
せ
そ
い
は
む
か

た
な
し
と
」
や
、【
陽
】「
さ
れ
は
み
た
る
な
に
く
れ
の
こ
は
こ
な
と

や
う
の
物
は
さ
ま
を
か
へ
つ
ゝ
し
い
て
た
る
も
」「
む
く
つ
け
し
と

つ
け
は
し
き
を
し
て
か
の
に
ほ　

ひ
は
か
け
て
ま
た
ま
ね
ひ
な
せ

そ
い
は
ん
か
た
な
し
と
」
の
長
い
表
現
と
は
一
致
し
な
い
。

④
【
Ｌ
Ｃ
】「
お
は
し
ま
し
て
御
物
か
た
り
」
は
（
大
）（
明
）（
池
）

（
肖
）（
三
）（
伏
）（
静
）
の
他
、河
内
本
系
統
の
（
高
）（
尾
）（
天
）

と
も
同
じ
本
文
表
記
の
傾
向
が
窺
え
る
箇
所
で
あ
る
が
、【
陽
】「
お

は
し
ま
す
御
な
を
し
は
か
り
は
か
な
く
ひ
き
ゝ
給
て
御
物
か
た
り
」

【
国
】「
お
は
し
ま
す
御
な
を
し
は
か
り
は
か
な
く
ひ
き
ゝ
給
て
御
物

か
た
り
し
は
し
」
な
ど
の
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き

り
と
見
て
取
れ
る
。

つ
ま
り
、
帚
木
巻
の
大
部
分
に
お
い
て
は
、
大
島
本
（
大
）、
明

融
本
（
明
）、
池
田
本
（
池
）
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
に

近
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

他
写
本
と
の
部
分
近
似

次
に
、
米
国
議
会
図
書
館
本
に
は
大
島
本
や
池
田
本
な
ど
と
共
通

し
な
い
異
文
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
部
分
と
他
写
本
と
の

部
分
的
な
近
似
性
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る
。
以
下
に
具
体
的
に
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑤	

【
Ｌ
Ｃ
】
是
は
二
の
ま
ち
の
心
や
す
き
な
る
へ
し
〈
２
ウ
８
〉

（
池
）（
肖
）（
陽
）（
国
）（
穂
）

【
大
】
二
の
ま
ち
の
心
や
す
き
な
る
へ
し
（
明
）（
伏
）（
静
）

（
高
）（
尾
）（
天
）

⑥	

【
Ｌ
Ｃ
】
か
た
を
は
つ
く
ろ
ひ
〈
３
ウ
７
〉（
静
）
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【
大
】
か
た
を
は
い
ひ
か
く
し
さ
て
あ
り
ぬ
へ
き
か
た
を
は

つ
く
ろ
ひ
て
（
明
）（
池
）（
三
）（
飯
）

⑦	
【
Ｌ
Ｃ
】
み
し
か
く
て
人
け
な
き
あ
た
り
〈
４
ウ
３
〉（
高
）

（
尾
）（
阿
）（
御
）

【
大
】
み
し
か
く
て
人
け
な
き
（
明
）（
池
）（
肖
）（
三
）（
伏
）

⑧
【
Ｌ
Ｃ
】
藤
式
部
の
そ
う
〈
４
ウ
６
〉（
静
）（
高
）（
尾
）

【
大
】
藤
式
部
の
せそ

う

⑨
【
Ｌ
Ｃ
】
本
上
〈
４
ウ
９
〉（
高
）（
尾
）（
天
）（
阿
）

【
大
】
も
と
は
（
池
）（
肖
）（
三
）（
静
）（
伏
）（
陽
）

⑩	

【
Ｌ
Ｃ
】
三
四
位
と
も
の
〈
５
オ
６
〉（
高
）（
尾
）（
天
）（
阿
）

【
大
】
四
位
と
も
の
（
明
）（
池
）（
肖
）（
静
）（
日
）（
伏
）

（
陽
）（
国
）

⑪	

【
Ｌ
Ｃ
】
君
は
御
心
の
う
ち
に
〈
６
オ
１
〉（
高
）（
尾
）（
天
）

（
阿
）（
国
）

【
大
】
君
は
→
右
以
外
全
て

⑫
【
Ｌ
Ｃ
】
み
え
給
ふ
此
つ
い
て
に
〈
６
オ
４
〉

【
高
】み
え
た
ま
へ
り
こ
の
つ
い
て
に（
尾
）（
天
）（
阿
）（
国
）

【
大
】
み
え
給
ふ
→
右
以
外
全
て

⑬	

【
Ｌ
Ｃ
】
侍
し
程
に
〈
１
７
オ
３
〉（
静
）

【
大
】
侍
し
ほ
と
は
こ
よ
な
く
心
と
ま
り
侍
き
（
明
）（
肖
）

（
伏
）（
飯
）

【
陽
】
侍
し
程
は
い
と
こ
よ
な
く
心
と
ま
り
侍
し
を

【
御
】
侍
し
ほ
と
は
い
と
こ
よ
な
く
心
と
ま
り
侍
き
（
国
）

（
池
）（
高
）（
天
）

⑭	

【
Ｌ
Ｃ
】
え
せ
物
か
た
り
也
〈
２
４
ウ
４
〉（
高
）（
尾
）（
天
）

（
国
）（
陽
）

【
大
】
該
当
本
文
な
し
→
右
以
外
全
て

⑮	

【
Ｌ
Ｃ
】
五
月
五
日
の
〈
２
５
ウ
１
〉（
高
）（
尾
）（
天
）（
国
）

（
阿
）

【
御
】
五
月
の
／
月
＋
五
日

【
大
】
五
月
の
→
右
以
外
全
て

⑯	

【
Ｌ
Ｃ
】
九
月
九
日
の
〈
２
５
ウ
２
〉（
高
）（
尾
）（
天
）（
国
）

（
阿
）（
御
）

【
大
】
九
日
の
→
右
以
外
全
て

⑰	

【
Ｌ
Ｃ
】
よ
ろ
こ
ひ
か
し
こ
ま
る
こ
き
み
に
は
〈
３
８
ウ
７
〉

（
高
）（
尾
）（
天
）（
阿
）（
御
）

【
陽
】
よ
ろ
こ
ひ
か
し
こ
ま
る
こ
君
は

【
静
】
お
と
ろ
き
か
し
こ
ま
る
こ
君
は

【
大
】
か
し
こ
ま
り
よ
ろ
こ
ふ
こ
き
み
に
は

⑱	

【
Ｌ
Ｃ
】
該
当
本
文
な
し
〈
３
９
オ
５
〉（
静
）

【
大
】
か
た
は
ら
い
た
し
な
や
ま
し
け
れ
は
→
右
以
外
全
て

大
島
本
以
外
の
他
写
本
と
の
近
似
表
現
で
一
番
多
い
の
は
、
⑦
〜

⑫
、
⑭
〜
⑰
の
よ
う
に
、（
高
）（
尾
）（
天
）
な
ど
の
河
内
本
系
統
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の
本
文
で
あ
る
。
ま
た
、
⑤
⑪
⑭
⑯
な
ど
の
よ
う
に
、
陽
明
本
や
国

冬
本
と
近
似
し
て
い
る
表
現
も
あ
り
、
⑨
〜
⑫
、
⑮
〜
⑰
な
ど
の
よ

う
に
、
阿
里
莫
本
と
も
共
通
す
る
表
現
が
多
数
散
見
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
近
似
性
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
検
討
し
て
き
た
桐
壺
・
空
蝉
・

若
紫
巻
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
。

さ
ら
に
帚
木
巻
独
自
の
近
似
性
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
静
嘉
堂

文
庫
本
と
の
近
似
で
あ
る
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
⑥
⑬
⑱
の

よ
う
に
、
⑥
の
大
島
本
で
は
「
か
た
を
は
い
ひ
か
く
し
さ
て
あ
り
ぬ

へ
き
か
た
を
は
つ
く
ろ
ひ
て
」
が
【
Ｌ
Ｃ
】
で
は
「
か
た
を
は
つ
く

ろ
ひ
」
と
あ
り
、⑬
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
侍
し
程
に
」
は
（
大
）
で
は
「
侍

し
ほ
と
は
こ
よ
な
く
心
と
ま
り
侍
き
」
と
あ
り
、⑱
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
該

当
本
文
な
し
」
は
（
大
）
で
は
「
か
た
は
ら
い
た
し
な
や
ま
し
け
れ

は
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑥
⑬
⑱
の
【
Ｌ
Ｃ
】
は
い
ず
れ
も
静
嘉

堂
文
庫
本
と
の
み
一
致
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
の
帚
木
巻
は
伝
冷
泉
為
秀
筆
と
さ
れ
る
写

本
で
帚
木
・
空
蝉
二
巻
の
零
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
別
途
検

証
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
特
徴
が
窺
え
る
。

四　

米
国
議
会
図
書
館
本
帚
木
巻
の
独
自
性

最
後
に
、
米
国
議
会
図
書
館
本
帚
木
巻
の
独
自
性
に
つ
い
て
言
及

す
る
。

米
国
議
会
図
書
館
本
の
帚
木
巻
に
は
、
空
蝉
・
若
紫
巻
同
様
に
欠

落
し
て
い
る
本
文
部
分
が
あ
る
。

〈
頭
中
将
の
弁
―
女
の
三
階
級
に
つ
い
て
、
左
馬
頭
の
弁
―
中

流
の
女
の
面
白
さ
の
場
面
〉

に
ぎ
は
は
し
き
に
よ
る
べ
き
な
な
り
」
と
て
、笑
ひ
た
ま
ふ
を
、

「
別
人
の
言
は
む
や
う
に
心
得
ず
仰
せ
ら
る
」
と
中
将
憎
む
。

　
「
も
と
の
品
、
時
世
の
お
ぼ
え
う
ち
合
ひ
、
や
む
ご
と
な
き

あ
た
り
の
、
内
々
の
も
て
な
し
け
は
ひ
後
れ
た
ら
む
は
さ
ら
に

も
言
は
ず
、
何
を
し
て
か
く
生
ひ
出
で
け
む
と
言
ふ
か
ひ
な
く

お
ぼ
ゆ
べ
し
。
う
ち
合
ひ
て
す
ぐ
れ
た
ら
む
も
こ
と
わ
り
、
こ

れ
こ
そ
は
さ
る
べ
き
こ
と
と
お
ぼ
え
て
、
め
づ
ら
か
な
る
こ
と

と
心
も
驚
く
ま
じ
。
な
に
が
し
が
及
ぶ
べ
き
ほ
ど
な
ら
ね
ば
、

上
が
上
は
う
ち
お
き
は
べ
り
ぬ
。

　

さ
て
、
世
に
あ
り
と
人
に
知
ら
れ
ず
、
さ
び
し
く
あ
ば
れ
た

ら
む
葎
の
門
に
、
思
ひ
の
外
に
ら
う
た
げ
な
ら
む
人
の
閉
ぢ
ら
れ

（『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
六
〇
頁（

（1
（

）

雨
夜
の
品
定
め
の
一
場
面
で
あ
る
。
頭
中
将
が
女
性
の
階
級
の
実

質
的
な
内
容
と
し
て
、
家
柄
・
世
評
・
経
済
力
を
挙
げ
る
が
、
結
局

財
力
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
る
と
光
源
氏
に
揶
揄
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
れ
を
受
け
て
左
馬
頭
が
高
貴
な
女
性
に
は
縁
が
な
い
が
、
中
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流
階
級
の
女
性
で
、
誰
か
ら
も
知
ら
れ
ず
、
鄙
び
た
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
る
女
性
が
思
い
の
ほ
か
美
し
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
状
況
に
心

惹
か
れ
る
も
の
だ
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
が
米
国
議
会

図
書
館
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
空
蝉
・
若
紫
巻
同
様
、
こ
の
欠
落
し
た
本

文
以
外
の
部
分
を
、『
源
氏
物
語
』
古
写
本
の
二
一
本
の
本
文
と
対

校
す
る
と
、
帚
木
巻
は
独
自
異
文
と
思
わ
れ
る
用
例
が
一
五
〇
例
程

度
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

帚
木
巻
に
お
け
る
独
自
異
文
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
用
例

の
う
ち
、
前
後
の
文
字
が
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
例
、
一
〜
二
文
字

程
度
で
異
な
る
例
な
ど
も
多
い
が
、
こ
れ
は
書
写
す
る
段
階
に
お
け

る
誤
字
脱
字
や
目
移
り
な
ど
の
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
具
体
例
は
、
三
文
字
以
上
で
表
記
が
異
な
る
例
を
挙
げ

て
み
る
こ
と
と
す
る
。

⑲	

【
Ｌ
Ｃ
】
す
こ
し
見
は
や
ま
て
に
こ
そ
な
ん
〈
３
オ
４
〉

【
大
】
す
こ
し
み
は
や
さ
て
な
ん

⑳	

【
Ｌ
Ｃ
】
い
と
な
み
な
と
し
て
〈
５
オ
４
〉

【
大
】
い
と
な
み
て

㉑
【
Ｌ
Ｃ
】
さ
ま
〳
〵
の
か
ん
た
ち
め
よ
り
も
〈
５
オ
６
〉

【
大
】
な
ま
〳
〵
の
上
達
部
よ
り
も

㉒
【
Ｌ
Ｃ
】
見
す
へ
く
も
お
ほ
え
す
〈
９
ウ
４
〉

【
大
】
か
へ
り
見
す
へ
く
も
お
も
へ
ら
す

㉓
【
Ｌ
Ｃ
】
該
当
本
文
な
し
〈
１
０
ウ
２
〉

【
大
】
う
ら
む
へ
か
ら
む
ふ
し
を
も

㉔	

【
Ｌ
Ｃ
】
お
ほ
せ
し
ら
す
か
ほ
か
に
も
て
な
し
い
は
ま
ほ
し

か
ら
ん
事
を
も
〈
１
１
オ
７
〉

【
大
】
お
ほ
せ

㉕	

【
Ｌ
Ｃ
】
う
ら
み
に
そ
む
き
ぬ
へ
き
〈
１
４
オ
９
〉

【
大
】
か
た
み
に
そ
む
き
ぬ
へ
き

㉖	

【
Ｌ
Ｃ
】
い
ま
め
き
た
る
物
の
を
と
な
れ
は
き
よ
く
〈
１
８

オ
１
〉

【
大
】
い
ま
め
き
た
る
も
の
ゝ
こ
ゑ
な
れ
は
き
よ
く

㉗
【
Ｌ
Ｃ
】
は
か
な
き
身
も
こ
そ
〈
２
１
オ
４
〉

【
大
】
は
か
な
き
よ
に
そ

㉘	

【
Ｌ
Ｃ
】
と
こ
ろ
の
水
の
を
と
な
と
の
た
ま
ふ
〈
２
７
オ
５
〉

【
大
】
所
を
と
の
給

㉙	

【
Ｌ
Ｃ
】
該
当
箇
所
な
し
〈
２
８
ウ
６
〉

【
大
】
う
ち
さ
ゝ
め
き
い
ふ
こ
と
ゝ
も
を
き
ゝ
給
へ
は
わ
か

御
う
へ
な
る
へ
し

㉚	

【
Ｌ
Ｃ
】
み
こ
と
の
り
は
し
ん
か
し
と
〈
２
９
オ
４
〉

【
大
】
み
お
と
り
は
し
な
ん
か
し
と

㉛	
【
Ｌ
Ｃ
】
該
当
箇
所
な
し
〈
２
９
オ
８
〉

【
大
】
に
け
な
き
お
や
を
も
ま
う
け
た
り
け
る
か
な
う
へ
に
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も
㉜	
【
Ｌ
Ｃ
】
右
衛
門
督
の
子
は
〈
３
６
オ
３
〉

【
大
】
中
納
言
の
こ
は

㉝	

【
Ｌ
Ｃ
】
た
ち
の
ほ
れ
り
け
る
と
な
へ
て
か
や
う
の
ほ
と
な

ら
さ
り
け
る
を
〈
４
０
オ
６
〉

【
大
】
た
ち
の
ほ
れ
り
け
る
と

⑲
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
す
こ
し
見
は
や
ま
て
に
こ
そ
な
ん
」
は
、
大
島

本
の
「
す
こ
し
み
は
や
さ
て
な
ん
」
の
よ
う
に
、「
そ
う
し
た
ら
」

よ
り
も
さ
ら
に
「
そ
こ
ま
で
し
た
な
ら
」
と
よ
り
強
調
し
た
表
現
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
続
く
⑳
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
い
と
な
み
な
と
し

て
」
も
、
大
島
本
は
「
い
と
な
み
て
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
な
と
」

と
追
加
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
副
詞
的
・
助
詞
的
な
要
素
と
し

て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
㉑
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
さ
ま

の
か
ん
た

ち
め
よ
り
も
」
で
あ
る
。
大
島
本
で
は
「
な
ま

の
上
達
部
よ
り

も
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、「
生
半
可
な
上
達
部
」
と
い
う

意
だ
が
、【
Ｌ
Ｃ
】
で
は
上
達
部
の
様
々
の
身
分
を
暗
示
す
る
表
現

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
⑩
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
四
位
」

を
「
三
四
位
」
と
階
級
を
限
定
せ
ず
朧
げ
に
表
現
す
る
描
写
と
も
連

動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、省
略
傾
向
に
あ
る
表
現
も
見
ら
れ
る
。
㉒
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
見

す
へ
く
も
お
ほ
え
す
」
は
、
大
島
本
の
よ
う
に
「
か
へ
り
見
す
へ
く

も
お
も
へ
ら
す
」
と
、「
か
へ
り
見
す
」
の
原
義
で
あ
る
立
ち
戻
る

と
い
う
意
味
の
表
現
効
果
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
㉓
【
Ｌ
Ｃ
】
の
よ

う
に
、
該
当
箇
所
の
な
い
部
分
に
お
い
て
も
、
大
島
本
で
は
「
う
ら

む
へ
か
ら
む
ふ
し
を
も
」
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
箇
所
が
【
Ｌ
Ｃ
】

で
は
欠
落
ま
た
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
逆
で
㉔【
Ｌ
Ｃ
】の「
お

ほ
せ
し
ら
す
か
ほ
か
に
も
て
な
し
い
は
ま
ほ
し
か
ら
ん
事
を
も
」は
、

知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
取
り
計
ら
い
、
言
い
た
く
な
い
事
も
、
と
男

性
の
心
情
が
よ
り
詳
細
に
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ

る
。㉕

【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
う
ら
み
」
と
大
島
本
の
「
か
た
み
」
の
部
分
は

「
う
ら
」
と
「
か
た
」
の
字
母
の
連
綿
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら

の
誤
写
の
可
能
性
も
否
め
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
本
文
の
前
後
に

は
「
憎
げ
」「
ね
た
げ
」
な
ど
の
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
う
ら
み
」

と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
と
し
て
も
文
意
の
不
自
然
さ
は
見
ら
れ
な

い
。㉖

【
Ｌ
Ｃ
】
で
は
「
い
ま
め
き
た
る
物
の
を
と
（
音
）」
と
し
て

い
る
が
大
島
本
で
は
「
こ
ゑ
（
声
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
左
馬
頭

の
浮
気
な
女
の
体
験
談
に
お
け
る
場
面
で
、
こ
の
表
現
の
直
後
の
和

歌
「
琴
の
音
も
月
も
え
な
ら
ぬ
宿
な
が
ら
つ
れ
な
き
人
を
ひ
き
や
と

め
け
る
」（
帚
木
巻
七
九
頁
）
に
寄
り
添
え
ば
、「
琴
の
音
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
現
代
風
の
音
と
捉
え
れ
ば
、「
を
と
」
で
も
不
自
然

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
「
こ
ゑ
」
よ
り
妥
当
と
い
え
る
か
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も
し
れ
な
い
。

㉗
【
Ｌ
Ｃ
】
で
は
「
は
か
な
き
身
」
と
し
て
い
る
が
、
大
島
本
で

は
「
は
か
な
き
よ
（
世
）」
と
し
て
い
る
。
頭
中
将
の
体
験
談
と
し

て
内
気
な
女
（
夕
顔
）
の
こ
と
を
語
る
場
面
で
あ
る
が
、「
身
」
と

し
た
方
が
、
こ
こ
で
は
夕
顔
の
身
の
は
か
な
さ
や
弱
さ
が
よ
り
一
層

強
調
さ
れ
る
表
現
に
な
る
と
考
え
ら
え
る
。

㉘
【
Ｌ
Ｃ
】
で
は
「
と
こ
ろ
の
」
の
後
に
「
水
の
を
と
な
と
」
と

追
加
さ
れ
て
い
る
。
光
源
氏
が
紀
伊
守
邸
へ
方
違
え
に
い
く
場
面
で

あ
る
が
、
紀
伊
守
邸
の
あ
る
中
川
周
辺
の
涼
し
い
風
景
描
写
が
よ
り

一
層
強
調
さ
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

㉙
【
Ｌ
Ｃ
】
の
該
当
な
し
の
部
分
は
、
大
島
本
で
は
「
う
ち
さ
ゝ

め
き
い
ふ
こ
と
ゝ
も
を
き
ゝ
給
へ
は
わ
か
御
う
へ
な
る
へ
し
」
と
一

続
き
の
切
り
の
良
い
一
文
で
あ
る
か
ら
、
一
行
ご
と
書
き
落
と
し
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
㉛
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
に
け
な
き

お
や
を
も
ま
う
け
た
り
け
る
か
な
う
へ
に
も
」も
該
当
箇
所
が
な
く
、

空
蝉
が
夫
の
子
供
達
と
同
年
代
で
あ
る
こ
と
の
説
明
で
あ
り
、
重
要

で
は
あ
る
も
の
の
や
は
り
書
き
落
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

㉚
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
み
こ
と
の
り
（
詔
）」
の
箇
所
は
、
光
源
氏
が

紀
伊
守
邸
に
お
い
て
、
女
房
た
ち
の
噂
話
を
耳
に
し
、
そ
の
様
子
が

中
流
的
で
あ
る
と
軽
蔑
し
、
こ
の
女
房
た
ち
の
女
主
人
（
空
蝉
）
も

期
待
外
れ
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
場
面
で
あ
る
。
や
は
り
文
意
と
し

て
は
「
み
お
と
り
（
見
劣
り
）」
で
あ
り
、「
詔
」
は
不
自
然
で
あ
る

と
い
え
る
。

㉝
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
た
ち
の
ほ
れ
り
け
る
と
な
へ
て
か
や
う
の
ほ
と

な
ら
さ
り
け
る
を
」
は
、
大
島
本
で
は
「
た
ち
の
ほ
れ
り
け
る
と
」

の
み
で
あ
る
部
分
で
あ
る
。
女
（
空
蝉
）
の
気
強
さ
を
表
現
す
る
場

面
で
あ
る
が
、「
な
へ
て
か
や
う
の
ほ
と
な
ら
さ
り
け
る
を
」
と
し

て
お
り
、
前
後
関
係
を
見
る
と
、「
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
程
度
で
は

な
い
の
を
」
と
な
り
、
女
の
気
強
さ
を
い
う
に
は
矛
盾
が
あ
り
、
一

貫
性
の
な
い
表
現
と
な
っ
て
し
ま
う
。

㉜
【
Ｌ
Ｃ
】
の
「
右
衛
門
督
の
子
」
は
小
君
（
空
蝉
の
弟
）
を
さ

す
が
、
小
君
の
父
は
「
右
衛
門
督
」
と
「
中
納
言
」
を
兼
ね
て
い
た

の
で
あ
り
、
二
つ
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ど
ち
ら
の
表
現
で
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
米
国
議
会
図
書
館
本
帚
木
巻
の
独
自
異
文
と
思
わ

れ
る
部
分
は
、
三
文
字
以
上
の
表
記
の
異
な
る
箇
所
を
比
較
検
討
す

る
と
、
単
に
誤
写
や
目
移
り
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
本
文
内
容
に
対
す
る
教
養
の
あ
る

書
写
者
が
、
緻
密
に
書
き
写
し
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
そ
う

し
た
本
文
部
分
を
持
つ
写
本
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
せ

る
表
現
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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五　

お
わ
り
に

以
上
、
米
国
議
会
図
書
館
本
の
書
誌
、
桐
壺
・
空
蝉
・
若
紫
巻
の

本
文
比
較
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、帚
木
巻
の
本
文
を
比
較
検
討
し
た
。

米
国
議
会
図
書
館
本
は
、
昭
和
初
期
、
渡
部
榮
氏
が
見
て
以
来
行

方
不
明
で
あ
っ
た
五
辻
諸
仲
真
筆
本
で
あ
り
、
従
一
位
麗
子
本
と
の

関
係
性
も
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
重
要
な
一
伝
本
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
し
た
帚
木
巻
の
本
文
は
、
大
島
本
に
近
い
本
文
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
大
島
本
と
は
異
な
る
異
文
表
記
部
分
は
、
河
内
本
系
統
の
本
文

や
、
陽
明
文
庫
本
・
阿
里
莫
本
な
ど
と
共
通
す
る
特
徴
的
な
表
記
も

見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
比
較
検
討
を
行
っ
て
き
た
米
国
議
会
図

書
館
本
桐
壺
・
空
蝉
・
若
紫
巻
の
本
文
と
も
共
通
し
た
表
現
傾
向
で

あ
り
、
本
文
の
書
写
経
路
を
探
る
上
で
も
重
要
な
結
果
で
あ
る
と
い

え
る
。
ま
た
、
帚
木
巻
の
独
自
の
特
徴
と
し
て
は
、
伝
冷
泉
為
秀
筆

の
静
嘉
堂
文
庫
本
と
の
共
通
異
文
が
あ
り
、
今
後
も
深
く
検
証
し
て

い
き
た
い
課
題
で
あ
る
。

ま
だ
四
巻
で
は
あ
る
も
の
の
、
米
国
議
会
図
書
館
本
の
本
文
は
、

や
は
り
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
を
基
底
と
し
て
、
河
内
本
系
統
の

本
文
、
陽
明
文
庫
本
・
阿
里
莫
本
な
ど
の
本
文
と
も
校
合
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た

流
れ
を
汲
む
写
本
の
一
伝
本
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
性
が
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）	国
立
国
語
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仮
名
写
本
に
よ
る

文
字
表
記
の
史
的
研
究
」（
代
表
者
：
斎
藤
達
哉
氏
）、
人
間
文
化

研
究
機
構
の
人
間
文
化
研
究
連
携
共
同
推
進
事
業
：
平
成
二
十
二

年
度
「
海
外
に
移
出
し
た
仮
名
写
本
の
緊
急
調
査
」・
平
成

二
十
三
年
度
「
海
外
に
移
出
し
た
仮
名
写
本
の
緊
急
調
査
（
第
二

期
）」（
代
表
者
：
高
田
智
和
氏
）。
米
国
議
会
図
書
館
に
お
け
る

原
本
の
予
備
調
査
（
二
〇
一
〇
年
）、
詳
細
調
査
（
二
〇
一
一
年
・

二
〇
一
二
年
）
の
う
ち
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
一
年
の
調
査
メ

ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
同
行
さ
せ
て
戴
い
た
。
二
〇
一
二
年
一
二

月
に
は
全
巻
の
翻
刻
作
業
が
終
了
し
、
左
記
の
国
立
国
語
研
究
所

Ｈ
Ｐ
か
ら
テ
キ
ス
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る（
国
立
国
語
研
究
所「
米

国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
（http://textdb01.

ninjal.ac.jp/LCgenji/

）。
ま
た
、
原
本
画
像
は
桐
壺
・
須
磨
・

柏
木
巻
の
三
巻
を
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
が
公
開
し
て
い

る
。

	
（http://lcw

eb4.loc.gov/service/asian/asian0001/2012/20
12htm

l/20122008427768000toc.htm
l

）。

（
２
）	斎
藤
達
哉
氏
・
高
田
智
和
氏
編
『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物

語
』
翻
刻
―
桐
壺
～
藤
裏
葉
―
』（
国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
一
一
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年
三
月
）。
伊
藤
鉃
也
氏
「
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課

蔵
『
源
氏
物
語
』
の
調
査
概
要
」（
斎
藤
達
哉
氏
・
高
田
智
和
氏

編
『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
刻
―
桐
壺
～
藤
裏

葉
―
』（
国
立
国
語
研
究
所
、二
〇
一
一
年
三
月
）。
高
田
智
和
氏
・

斎
藤
達
哉
氏
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

―
書
誌
と
表
記
の
特
徴
―
」（『
国
立
国
語
研
究
所
論
集
』
第
六
号
、

二
〇
一
三
年
十
一
月
）。

（
３
）	米
国
議
会
図
書
館
本
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、豊
島
秀
範
氏
「
ア

メ
リ
カ
議
会
図
書
館
本
の
和
歌
表
記
の
特
徴
―
和
歌
の
一
行
散
ら

し
書
き
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
平
安
文
学
研
究
』

第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）、
神
田
久
義
氏
「
米
国
議
会
図
書

館
本
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
形
態
に
関
す
る
一
試
論
」（
豊
島
秀

範
氏
編
『
源
氏
物
語
本
文
の
研
究
』
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文

学
科
、
二
〇
一
一
年
）、
斎
藤
達
哉
氏
「
語
の
表
記
に
お
け
る
仮

名
字
体
の
「
偏
り
」
と
「
揺
れ
」
―
米
国
議
会
図
書
館
蔵
源
氏
物

語
写
本
の
「
ケ
ハ
ヒ
」
と
「
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
」
の
表
記
」（
小
山

利
彦
氏
編
著
『
王
朝
文
学
を
彩
る
軌
跡
』
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）	桐
壺
巻
に
関
し
て
は
拙
稿
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』

の
本
文
―
麗
子
本
対
校
五
辻
諸
仲
筆
本
の
出
現
―
」（
拙
著
『
源

氏
物
語
の
伝
来
と
享
受
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
所

収
）、
若
紫
巻
に
関
し
て
は
拙
稿
「
米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
『
源

氏
物
語
』
の
本
文
の
様
相
―
若
紫
巻
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
雑

誌
』
第
一
一
九
巻
第
七
号
、
二
〇
一
八
年
七
月
）、
空
蝉
巻
に
関
し

て
は
拙
稿
「
米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
の
様

相
―
空
蝉
巻
を
中
心
に
―
」（『
文
教
大
学
国
文
』
第
五
〇
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
）
で
論
じ
て
い
る
。

（
５
）	森
繁
夫
氏
『
古
筆
鑑
定
と
極
印
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
年
復

刻
版
）
所
収
「
古
筆
了
伴
大
人
閲
和
漢
書
画
古
筆
鑑
定
家
系
譜
並

印
章
」
に
拠
る
。

（
６
）	五
辻
諸
仲
に
関
し
て
は
『
尊
卑
分
脉
』
第
三
編
（『
新
訂
増
補
国

史
大
系
』
第
六
〇
巻
上
、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
一
年
、四
〇
三
頁
）、

『
公
卿
補
任
』
第
三
篇
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
五
五
巻
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
新
装
版
、
三
九
八
頁
）、『
増
補
諸
家
知
譜

拙
記
』五
ノ
五（
続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
七
七
年
、一
九
七
頁
）、

『
顕
伝
明
名
録
』
上
・
巻
第
二・
五
一
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、

一
九
三
八
年
、
八
六
頁
）、『
諸
家
伝
』
十・
五
辻
（
日
本
古
典
全

集
刊
行
会
、
一
九
三
九
年
、
八
〇
〇
頁
）
等
を
参
照
し
て
い
る
。

（
７
）	『
諸
仲
蔵
人
奏
慶
記
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
一
輯
下
・
公
事
部

装
束
部
、
巻
第
三
〇
一
・
公
事
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
五
七
年
、
七
〇
五
～
七
一
〇
頁
）。

（
８
）	〈
逍
遙
院
流
〉
の
項
目
「
諸
仲　

五
辻
殿
」（
小
松
茂
美
氏
蔵
『
明

翰
鈔
』
巻
二
十
九・
所
収
「
流
儀
集
」）、〈
逍
遙
院
流
〉
の
項
目
「
緒

（
諸
）
仲　

五
辻
」（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
古
筆
流
儀
分
』
一
冊
）（『
小
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松
茂
美
著
作
集
第
十
六
巻　

日
本
書
流
全
史
二
』
旺
文
社
、

一
九
九
九
年
、
三
七
五・四
〇
七
頁
）。

（
９
）	『
実
隆
公
記
』
巻
五
上
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
三
年
、

九
三
頁
）。

（
10
）	拙
稿
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
―
麗
子
本
対

校
五
辻
諸
仲
筆
本
の
出
現
―
」（
拙
著
『
源
氏
物
語
の
伝
来
と
享

受
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
所
収
）。

（
11
）	渡
部
榮
氏
『
源
氏
物
語
従
一
位
麗
子
本
之
研
究
』（
大
道
社
、

一
九
三
六
年
）。
復
刻
版
と
し
て
、
日
向
一
雅
氏
監
修
解
題
『
源

氏
物
語
研
究
叢
書　

第
六
巻　

源
氏
物
語
従
一
位
麗
子
本
之
研

究
』（
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

（
12
）	北
小
路
健
（
渡
部
榮
）
氏
『
古
文
書
の
面
白
さ
』（
新
潮
社
、

一
九
八
四
年
、
二
三
～
二
四
頁
、
三
〇
～
三
一
頁
）
を
参
照
。
著

書『
古
文
書
の
面
白
さ
』に
よ
れ
ば
、渡
部
榮
氏
は
福
島
県
生
ま
れ
、

東
京
文
理
科
大
学
国
文
科
を
卒
業
、
教
壇
生
活
等
を
経
て
、
玉
井

幸
助
氏
、
能
登
朝
次
氏
、
山
岸
徳
平
氏
ら
に
師
事
し
、『
源
氏
物
語
』

の
研
究
を
行
う
。
主
な
著
作
と
し
て
、『
源
氏
物
語
従
一
位
麗
子

本
之
研
究
』の
他
、『
源
氏
物
語
律
調
論
』（
文
学
社
、一
九
四
〇
年
）、

『
遊
女　

そ
の
歴
史
と
哀
歓
』（
人
物
往
来
社
、一
九
六
四
年
）、『
木

曽
路　

文
献
の
旅
』（
芸
艸
堂
、
一
九
七
〇
年
）
等
が
あ
る
。

（
13
）	池
田
利
夫
氏
「
源
氏
物
語
の
古
写
本
」（
別
冊
國
文
學
『
源
氏
物

語
事
典
』
特
装
版
、
学
燈
社
、
一
九
九
三
年
六
月
、
三
六
〇
～

三
六
六
頁
）。

（
14
）	注
（
11
）
に
同
じ
。
な
お
、「
折
紙
」
と
「
極
め
札
」
の
混
同
、「
綴

葉
装
」
と
「
粘
葉
装
」
の
混
同
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）

の
拙
著
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

（
15
）	注
（
10
）
に
同
じ
。

（
16
）	注
（
４
）
に
同
じ
。

（
17
）	帚
木
巻
に
お
い
て
、
比
較
対
象
と
し
た
写
本
二
一
本
の
出
典
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

	

・�（
大
）
大
島
本　
『
大
島
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
角
川
書
店
、

一
九
九
六
年
）

	

・�（
池
）池
田
本　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵『
源
氏
物
語
』（
請

求
記
号
：
九
一
三・三
六
／
イ
九
五
）
紙
焼
写
真

	

・�（
肖
）
肖
柏
本
、（
国
）
国
冬
本
、（
阿
）
阿
里
莫
本
、（
善
）
善

本
叢
書
本
、（
前
）
前
田
本
、（
歴
）
歴
博
本
『
源
氏
物
語
別
本

集
成
』
第
一
巻
（
桜
楓
社
、
一
九
八
九
年
）、『
源
氏
物
語
別
本

集
成
続
』
第
一
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
年
）

	

・�（
三
）
日
大
三
条
西
家
本　
『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語
』
第
一

巻
（
八
木
書
店
、
一
九
九
四
年
）

	

・�（
明
）
明
融
本　
『
源
氏
物
語　

明
融
本
』
第
一
巻
（
東
海
大
学

出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）

	
・�（
伏
）
伏
見
天
皇
本　
『
伏
見
天
皇
本
影
印　

源
氏
物
語
』
第
一

冊
（
古
典
文
庫
、
一
九
九
一
年
）
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・�（
穂
）
穂
久
邇
文
庫
本　
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
三　

源
氏

物
語
』
第
一
巻
（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
）

	
・�（
保
）
保
坂
本　
『
保
坂
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
お
う
ふ
う
、

一
九
九
五
年
）

	

・�（
飯
）
飯
島
本　
『
飯
島
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
八
年
）

	

・�（
静
）
静
嘉
堂
文
庫
本　
『
源
氏
物
語
』
伝
冷
泉
為
秀
筆
帚
木
空

蝉
巻
（『
源
氏
物
語
大
成
』『
校
異
源
氏
物
語
』
に
よ
る
）

	

・�（
高
）
高
松
宮
本　
『
高
松
宮
御
蔵
河
内
本　

源
氏
物
語
』
第
一

巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
三
年
）

	

・�（
尾
）
尾
州
家
本　
『
尾
州
家
河
内
本　

源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
八

木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）

	

・�（
御
）御
物
本　
『
御
物　

各
筆
源
氏
』第
一
冊（
貴
重
本
刊
行
会
、

一
九
八
六
年
）

	

・�（
陽
）
陽
明
文
庫
本　
『
陽
明
叢
書
国
書
篇　

源
氏
物
語
』
第
一

巻
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）

	

・�（
天
）
天
理
河
内
本　
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
二
巻
（
お

う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
年
）

	

・�（
東
）
東
洋
大
本　
『
阿
仏
尼
本
は
ゝ
き
木
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）

（
18
）	〈
５
オ
８
〉と
は
米
国
議
会
図
書
館
本
の〈
五
丁
オ
モ
テ
の
八
行
目
〉

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。
な
お
、
該
当
本
文
の
な
い

場
合
は
、
そ
の
前
後
の
本
文
部
分
が
あ
る
丁
数
・
表
裏
・
行
数
を

提
示
し
た
。

（
19
）	新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
一
（
小
学
館
、

一
九
九
四
年
）、
以
下
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
の
活
字
引
用
は
す

べ
て
同
じ
。

（
す
が
わ
ら　

い
く
こ
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師 

・
文
教
大
学
専
任
講
師
）




